
「タバコは健康に悪い」ことはよく知られています。皆さんもすでによくわかっていると思います。でも

「どのくらい健康を害するのか」を詳しく知っているでしょうか。そもそもタバコの煙には一体どんなもの

が含まれているのかを答えられる人は少ないと思います。 

 

そこで、下図を見てください。タバコの煙にはダイオキシン、ニコチン、ベンゼンなど、およそ人が口

にするはずがないような有害物質が含まれています。その種類は２００種類とも２５０種類と言われるほ

ど多く、「タバコは毒の缶詰」と呼ぶ人もいるぐらいです。「そんなものを毎日吸い続けるなんて、どうか

している」と思わずにいられませんが、世間にはそんな風潮はなく、タバコを吸う人は珍しくないのが不

思議ですよね。 

 

喫煙者は、そんな有害物質を毎日吸い込むわけですから健康を害しないわけがありません。当然、

タバコのせいで病気

になる確立が高くなり

ますよね。一番下の

図にあるように、喫煙

者ががんになる確率

は、喉頭
こ う と う

がんで３２．

５倍、肺がんで４．５

倍、口腔
こ う く う

・咽頭
いんとう

がん

で３倍にも高くなるそ

うです。 

 

こんな事を知ると、

ますます「タバコなん

か吸うのはどうかして

いる」と思いませんか。

健康な人生のために

は、タバコは必要あり

ません。 
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大阪府 HP「たばこ対策」サイトから 

新潟県 HP「【上越】たばこから健康を守ろう！情報ステーション」サイトから 


